平成29年5月9日

特集号会告
『分散電源の大量連系解析』特集

（Power System Analysis with Large Integration of Distributed Generation）

論文誌B（電力・エネルギー部門誌）では，平成30年8月号に「分散電源の大量連系解析」特集を企画しています。

分散電源は，建設期間が短く，需要地に近接して設置が可能であることが特徴です。また地球規模環境問題への期待から，太陽光発電や風力発電などの再生可能エネルギー技術，コージェネレーションや燃料電池などの新エネルギー利用技術等の分散電源が注目され，世界的にもその導入に対する投資意欲には顕著なものがあります。
一方、国内では東日本大震災を契機に再生可能エネルギーへの期待がさらに高まり，2012年7月に再生可能エネルギーの固定価格買取制度がスタートしました。特に太陽光発電の設備導入量が急速に増加している状況にあります。
再生可能エネルギーは，従来の主要電源である同期発電機とは動特性が異なることから，再生可能エネルギーの導入拡大に伴い，電力系統への影響が変化してくることが予想されます。また，需給バランスおよび調整力といった系統全体の需給運用の観点から，太陽光発電の出力抑制などの課題が顕在化しつつあります。
そのため，分散電源とりわけ再生可能エネルギーの大量導入時の系統解析は，どのようなタイプの解析モデルを用いるべきか，ということに関して，これまで以上に注目され，今後も重要性を増すと考えられます。
本特集では，太陽光発電などの分散電源の大量連系に伴う電力系統における各種影響等を明らかにする解析に関して，「要素技術のモデル」や「ネットワークに関するモデル」やそれらを活用した技術など，広く論文を募集します。
キーワード：分散電源，解析モデル，太陽光発電，風力発電，洋上風力，電池，ＥＶ，PCS，単独運転検出機能，FRT機能，自立運転，配電線電圧制御機器，縮約モデル，太陽光・風力発電の出力平滑化モデル，出力抑制，バーチャルパワープラント，解析技術
○ 投稿締切
平成29年10月20日(金)
電子投稿・査読システムの「論文投稿」画面において，「分散電源の大量連系解析」特集を選択してください。
○ 投稿方法
投稿は電子投稿・査読システムで受付けます。

https://submit.iee.or.jp/main/cgi/sstk-top.cgi
より電子投稿してください。

詳細は電気学会論文誌への投稿手引をご覧ください。

" 

http://www.iee.jp/?page_id=642

○ 問合せ先
電力系統技術委員会 幹事補佐

東京電力パワーグリッド株式会社 系統運用部 給電計画グループ


加賀 良典


〒100-8560 東京都千代田区内幸町1丁目1番3号


Tel: 03-6363-2721


E-mail: kaga.yosinori@tepco.co.jp
以上

